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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の取付け部（１６０）、第２の取付け部（１６２）、及び前記第１と第２の取付け
部との間のフレキシブル区間（１６４）を有し、前記フレキシブル区間がスタック構成の
複数層の金属シートを有する多層バスバー（１５０）と、前記第１の取付け部（１６０）
に結合された第１の端子アセンブリ（１５２）と、前記第２の取付け部（１６２）に結合
された第２の端子アセンブリ（１５４）とを備え、前記第１と第２の端子アセンブリが対
応する電源端子（１０４，１０５）の対応するピン（１２４，１２６）に結合されるよう
に構成された電源端子コネクタ（１０２）であって、
　前記多層バスバー（１５０）は、前記第１と第２の端子アセンブリ（１５２，１５４）
に結合された前記電源端子（１０４，１０５）を相互接続するように構成され、
　前記多層バスバー（１５０）は、前記第１の取付け部（１６０）、前記第２の取付け部
（１６２）、及び前記フレキシブル区間（１６４）にわたる少なくとも２層を画定するた
めに折り返された少なくとも１枚の銅シートを含む電源端子コネクタ（１０２）。
【請求項２】
　第１の取付け部（１６０）、第２の取付け部（１６２）、及び前記第１と第２の取付け
部との間のフレキシブル区間（１６４）を有し、前記フレキシブル区間がスタック構成の
複数層の金属シートを有する多層バスバー（１５０）と、前記第１の取付け部（１６０）
に結合された第１の端子アセンブリ（１５２）と、前記第２の取付け部（１６２）に結合
された第２の端子アセンブリ（１５４）とを備え、前記第１と第２の端子アセンブリが対
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応する電源端子（１０４，１０５）の対応するピン（１２４，１２６）に結合されるよう
に構成された電源端子コネクタ（１０２）であって、
　前記多層バスバー（１５０）は、前記第１と第２の端子アセンブリ（１５２，１５４）
に結合された前記電源端子（１０４，１０５）を相互接続するように構成され、
　前記多層バスバー（１５０）は、少なくとも２層を画定するために折り返された少なく
とも１枚の銅シートを含み、
　前記多層バスバーは、第１の脚部（１８０）と第２の脚部（１８２）によって画定され
る前記フレキシブル区間（１６４）でＶ形状とされ、
　前記第１と第２の脚部は、前記第２の取付け部（１６２）に対して前記第１の取付け部
（１６０）の相対位置を変えるために互いに対して移動可能である電源端子コネクタ（１
０２）。
【請求項３】
　第１の取付け部（１６０）、第２の取付け部（１６２）、及び前記第１と第２の取付け
部との間のフレキシブル区間（１６４）を有し、前記フレキシブル区間がスタック構成の
複数層の金属シートを有する多層バスバー（１５０）と、前記第１の取付け部（１６０）
に結合された第１の端子アセンブリ（１５２）と、前記第２の取付け部（１６２）に結合
された第２の端子アセンブリ（１５４）とを備え、前記第１と第２の端子アセンブリが対
応する電源端子（１０４，１０５）の対応するピン（１２４，１２６）に結合されるよう
に構成された電源端子コネクタ（１０２）であって、
　前記多層バスバー（１５０）は、前記第１と第２の端子アセンブリ（１５２，１５４）
に結合された前記電源端子（１０４，１０５）を相互接続するように構成され、
　前記金属シートは、前記多層バスバー（１５０）のエッジで折り目（１７４）を画定す
るために折り返され、
　前記折り目は、前記第１の取付け部（１６０）と前記第２の取付け部（１６２）で原形
を保ち、
　前記折り目は、前記フレキシブル区間（１６４）で除去される電源端子コネクタ（１０
２）。
【請求項４】
　前記多層バスバー（１５０）は、前記第１と第２の取付け部（１６０，１６２）を貫通
する開口（１７０，１７２）を含み、
　前記第１と第２の端子アセンブリ（１５２，１５４）は、前記多層バスバー（１５０）
とは別個に設けられると共に、前記多層バスバー（１５０）の開口内に受容される端子本
体（２００，３００）を含み、
　ソケット（２１０，３１０）を有する前記端子本体（２００，３００）は、対応する電
源端子（１０４，１０５）の前記ピン（１２４，１２６）を受容するように構成される請
求項１ないし３のうちいずれか１項記載の電源端子コネクタ（１０２）。
【請求項５】
　前記複数層の金属シートは、前記金属シートを湾曲することを可能とするギャップによ
って分離される請求項１ないし３のうちいずれか１項記載の電源端子コネクタ（１０２）
。
【請求項６】
　第１の取付け部（１６０）、第２の取付け部（１６２）及び前記第１と第２の取付け部
の間のフレキシブル区間（１６４）を有する第２の多層バスバー（５４４）を更に備え、
　前記第２のバスバーの前記フレキシブル区間は、スタック構成の複数層の金属シートを
有し、
　前記第２の多層バスバーは、前記第１と第２の端子アセンブリ（５５２，５５４）に結
合されたバスバーアセンブリ（５４０）を画定するために他方の多層バスバー（５４２）
へスタックされる請求項１ないし３のうちいずれか１項記載の電源端子コネクタ（１０２
）。
【請求項７】
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　前記対応する取付け部（１６０）に結合された第１の端子アセンブリ（１５２）と、前
記第２の取付け部（１６２）に結合された第２の端子アセンブリ（１５４）とを更に備え
、
　前記第１と第２の端子アセンブリの各々は、前記対応する取付け部から別個に設けられ
ると共に、前記対応する取付け部へ結合された端子本体（２００，３００）を備え、
　前記端子本体は、対応する電源端子（１０４，１０５）のピン（１２４，１２６）を受
容し前記ビン（１２４，１２６）に電気的に結合されるように構成されたソケット（２１
０，３１０）を有し、
　前記多層バスバー（１５０）は、前記第１と第２の端子アセンブリの前記端子本体を電
気的に結合して中に受容された前記ピンを電気的に相互接続する請求項１ないし３のうち
いずれか１項記載の電源端子コネクタ（１０２）。
【請求項８】
　前記対応する取付け部（１６０）に結合された第１の端子アセンブリ（１５２）と、前
記第２の取付け部（１６２）に結合された第２の端子アセンブリ（１５４）とを更に備え
、
　前記第１と第２の端子アセンブリの各々は、
　前記対応する取付け部から別個に設けられ且つ前記対応する取付け部に結合された端子
本体（２００）であって、対応する電源端子のピン（１２４）を受容し且つ前記ピン（１
２４）に電気的に結合されるように構成されたソケット（２１０）を有する端子本体（２
００）と、
　前記端子本体へ結合され、ロック位置と逃げ位置との間で移動可能であり、前記ロック
位置にある前記ピンと係合して前記対応する端子アセンブリを前記ピンに固定するように
構成され、前記逃げ位置にある前記ピンから係合解除されるように構成されたスプリング
クリップ（２０６）と、
　前記端子本体に対して移動可能なキャップ（２０８）であって、前記キャップが作動さ
れると、前記スプリングクリップに結合されて前記ロック位置と前記逃げ位置との間で前
記スプリングクリップを移動させるキャップ（２０８）とを備え、
　前記多層バスバーは、前記第１と第２の端子アセンブリの前記端子本体を電気的に結合
して中に受容された前記ピンを電気的に相互接続する請求項１ないし３のうちいずれか１
項記載の電源端子コネクタ（１０２）。
【請求項９】
　ピン（１２４）を有する第１の電源端子（１０４）を有する第１のヘッダー（１２０）
と、
　ピン（１２６）を有する第２の電源端子（１０５）を有する第２のヘッダー（１２２）
と、
　前記第１と第２の電源端子（１０４，１０５）に結合され、電気的に相互接続された電
源端子コネクタ（１０２）とを備えるコネクタシステムであって、
　前記電源端子コネクタ（１０２）は、
　第１の取付け部（１６０）、第２の取付け部（１６２）、及び前記第１と第２の取付け
部（１６０，１６２）間のフレキシブル区間（１６４）を有し、前記フレキシブル区間（
１６４）がスタック構成の複数層の金属シートを備える多層バスバー（１５０）と、
　前記第１の取付け部（１６０）に結合された第１の端子アセンブリ（１５２）と、
　前記第２の取付け部（１６２）に結合された第２の端子アセンブリ（１５４）と
を備え、
　前記第１と第２の端子アセンブリ（１５２，１５４）は、夫々前記第１と第２のピン（
１２４，１２６）に結合され、
　前記多層バスバー（１５０）は、前記第１と第２の端子アセンブリ（１５２，１５４）
を電気的に結合して中に受容される前記ピンを電気的に相互接続するように構成され、
　前記多層バスバー（１５０）は、少なくとも２層を画定するために折り返された少なく
とも１枚の銅シートを含み、
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　前記多層バスバー（１５０）は、第１の脚部（１８０）と第２の脚部（１８２）によっ
て画定される前記フレキシブル区間（１６４）でＶ形状とされ、
　前記第１と第２の脚部は、前記第２の取付け部（１６２）に対して前記第１の取付け部
（１６０）の相対位置を変えるために互いに対して移動可能であるコネクタシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的に電源端子コネクタを有するコネクタシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電源端子コネクタは、様々な種類のコネクタシステムにおいて使用されている。その一
つの用途が自動車での用途であり、例えば車両のバッテリへ接続するために使用される。
用途によっては、バッテリ周囲の空間、例えば、バッテリの上方、バッテリの正面、バッ
テリの一方の側面又は他方の側面に対する空間が制限される場合がある。このような空間
内部に延出する電源端子コネクタのための余裕がない場合があり、或いは、電源端子コネ
クタをバッテリの電源端子に接続及びそこから切断するための工具を入れる余裕がバッテ
リ周囲にない場合がある。更に、電源端子コネクタをバッテリの電源端子に接続又はそこ
から切断するには時間がかかり、特殊で高価な工具を必要とする場合がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　幾つかの用途では、２個のバッテリを直列に又は並列に接続することが必要であり、電
源端子コネクタは、一方の電源端子を他方の電源端子へ接続することが必要である。一方
のバッテリを他方のバッテリへ接続することには問題がある。例えば、バッテリ同士間の
間隔が用途ごとに変化し得ることである。位置公差は、任意の隣接する２個のバッテリ間
に幅広い範囲を有する。加えて、振動によってこれらのバッテリが互いに対して移動する
可能性がある。そのような用途ではフレキシブルな接続の必要性がある。幾つかのバッテ
リ同士の接続ではフレキシブル接続を使用しているが、このフレキシブル接続では、ボル
トコネクタとナットコネクタを使用しており、トルク過剰、トルク不足、ねじ山交差（ク
ロススレッド）、及び間隔の問題を抱えている。そのようなフレキシブル接続では労働集
約的であり且つ時間が掛かる。
【０００４】
　米国特許第７，２９４，０２０号明細書の電気端子のような幾つかの既知の接続は、バ
ッテリの端子に容易に終端接続し得るが、そのような電気端子は問題を有する。電気端子
は、単一厚みの端子本体を使用している。このような電気コネクタが８０アンペアを超え
るような大電流を搬送することが必要である場合、端子本体の厚みが増加される必要があ
り、電気コネクタをその用途に対して一層フレキシビリティを無くする。その電気コネク
タは、大電流を搬送するためには不適切である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この解決手段は、本書に記述されるフレキシブル電源端子コネクタ及びコネクタシステ
ムによって提供され、これらは、効率的に電源端子同士間に接続されることができる。こ
の電源端子は、第１の取付け部、第２の取付け部及びこれらの第１と第２の取付け部間の
フレキシブル区間を有する多層バスバーを有する。このフレキシブル区間は、スタック構
成の複数層の金属シートを有する。第１の端子アセンブリは第１の取付け部へ結合され、
且つ第２の端子アセンブリは第２の取付け部へ結合される。第１と第２の端子アセンブリ
は、対応する電源端子の対応するピンへ結合される。多層バスバーは、第１と第２の端子
アセンブリへ結合される電源端子同士を電気的に相互接続するように構成される。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
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　以下、添付の図面を参照して本発明を一例として記述される。
【０００７】
【図１】例示的一実施形態に従って形成されたコネクタシステムを示す。
【０００８】
【図２】そのコネクタシステムの一部を示す。
【０００９】
【図３】そのコネクタシステムの電源端子コネクタの分解図である。
【００１０】
【図４】図３に示される電源端子コネクタの多層バスバーの上面からの斜視図である。
【００１１】
【図５】図３に示される電源端子コネクタの一部の断面図である。
【００１２】
【図６】電源端子コネクタのキャップの底面図である。
【００１３】
【図７】電源端子コネクタの一部の平面図である。
【００１４】
【図８】電源端子に結合される電源端子コネクタの断面図である。
【００１５】
【図９】電源端子に結合される電源端子コネクタの断面図である。
【００１６】
【図１０】電源端子に着座及びロック状態にある電源端子コネクタの断面図である。
【００１７】
【図１１】例示的一実施形態に従って形成された電源端子コネクタの側面から見た斜視図
である。
【００１８】
【図１２】例示的一実施形態に従って形成された電源端子コネクタの側面から見た斜視図
である。
【００１９】
【図１３】例示的一実施形態に従って形成された電源端子コネクタの側面から見た斜視図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１は、例示的一実施形態に従って形成されたコネクタシステム１００を示す。コネク
タシステム１００は、フレキシブル多層バスバーを使用してバッテリ１０６，１０８のよ
うなコンポーネントの電源端子１０４，１０５（図２に示される）を電気的に接続する電
源端子コネクタ１０２を含む。図に示される電源端子コネクタ１０２は、例示的一実施形
態を示しているが、他の実施形態では他の形状、コンポーネント又は特徴を有していても
よい。電源端子コネクタ１０２は、バッテリ１０６，１０８を電気的に接続する。電源端
子コネクタ１０２は、バッテリ１０６，１０８を相互接続するバスやジャンパーを代表す
る。バッテリ１０６，１０８は、車両で使用される任意の電圧バッテリであればよい。任
意に、車両は、電気自動車又はハイブリッド電気自動車であってよく、バッテリ１０６，
１０８は、電気自動車やハイブリッド電気自動車用の電源システムの一部として使用され
ることができる。
【００２１】
　電源端子コネクタ１０２は、電源端子１０４，１０５（図２に示される）に容易且つ迅
速に終端接続させることができるクイックコネクト／クイックディスコネクト型のコネク
タである。電源端子コネクタ１０２は、バッテリ１０６，１０８周囲の空間を節約するよ
うに非常に低背である。バッテリ１０６，１０８や他の電気コンポーネントを相互接続す
るためにフレキシブルバスバーを使用する他の実施形態では、他のタイプの電源端子コネ
クタが使用されてもよい。
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【００２２】
　バッテリ１０６，１０８の各々は、上面１１０、上面１１０に垂直な正面１１２、及び
上面１１０及び正面１１２に垂直な側面１１４を含む。バッテリ１０６，１０８の側面１
１４は、互いに対向している。上面１１０、前面１１２及び側面１１４は、一般的にバッ
テリ１０６，１０８の角で交差する。例示的一実施形態では、バッテリ１０６，１０８は
この角に切欠き領域１１６を含む。切欠き領域１１６は、上面１１０の下方、正面１１２
の背後、且つ側面１１４から内側に向かって設けられた凹みである。切欠き領域１１６は
、上面１１０、正面１１２、及び側面１１４に沿って延在する平面によって画定される窓
部又は外囲部（ｅｎｖｅｌｏｐｅ）を画定する。
【００２３】
　電源端子コネクタ１０２は、バッテリ１０６，１０８の側面１１４同士間の境界を横切
って架かっており、切欠き領域１１６の両方に配置される。バッテリ１０６，１０８は切
欠き領域１１６の底部に取り付けパッド１１８を含む。電源端子１０４，１０５（図２に
示される）は対応する取付けパッド１１８から延出する。例示的一実施形態では、電源端
子コネクタ１０２は、バッテリ１０６，１０８間の相対移動を可能とするフレキシブルコ
ネクタである。電源端子コネクタ１０２は側面１１４同士間の境界を横切って架かってお
り、バッテリ１０６，１０８間の異なる空間、振動に起因するようなバッテリ１０６，１
０８の移動等を許容する。
【００２４】
　第１のヘッダ１２０は第１のバッテリ１０６の取付けパッド１１８へ結合され、第２の
ヘッダ１２２は第２のバッテリ１０８の取付けパッド１１８へ結合される。電源端子コネ
クタ１０２はヘッダ１２０，１２２へ結合される。例示的一実施形態では、ヘッダ１２０
，１２２は、それらのヘッダ１２０，１２２が上面１１０、正面１１２又は側面１１４を
越えて延出しないように切欠き領域１１６内に受容される。電源端子コネクタ１０２は、
その電源端子コネクタ１０２がバッテリ１０６，１０８の上面１１０を越えて（例えば、
上に）延出しないようにヘッダ１２０，１２２へ結合される。電源端子コネクタ１０２は
電源端子コネクタ１０２がバッテリ１０６，１０８の正面１１２を越えて（例えば、それ
から外方へ）延出しないようにヘッダ１２０，１２２へ結合される。このように、他のバ
ッテリのような他のコンポーネントは、ヘッダ１２０，１２２や電源端子コネクタ１０２
に邪魔されることなく、バッテリ１０６，１０８のすぐ前に配置されることができる。カ
バーや蓋のような他のコンポーネントはヘッダ１２０，１２２や電源端子コネクタ１０２
に邪魔されることなく、バッテリ１０６，１０８の上面１１０に沿って延出することがで
きる。他の実施形態では、バッテリ１０６，１０８は切欠き領域１１６を含まなくてもよ
いが、むしろヘッダ１２０，１２２がバッテリ１０６，１０８の上面１１０に設けられて
もよい。
【００２５】
　図２は、対応する切欠き領域１１６でバッテリ１０６，１０８へ結合されたヘッダ１２
０，１２２を有する切欠き領域１１６を示すバッテリ１０６，１０８の一部を示す。例示
的一実施形態では、ヘッダ１２０，１２２は、電源端子コネクタ１０２（図１に示される
）に対するインターフェースを提供するバッテリ１０６，１０８の固定コネクタである。
ヘッダ１２０，１２２は、夫々電源端子１０４，１０５を含む。
【００２６】
　電源端子１０４，１０５は、夫々、バッテリ１０６，１０８から延出してそれらに電気
的に結合されるピン１２４，１２６を含む。ピン１２４，１２６は、ピンの軸（例えば、
ピン１２４，１２６の先端から基部へ延出する中心軸）に沿って延出する。任意に、ピン
１２４，１２６は、正面１１２と側面１１４に対して略平行に延出できる。ピン１２４，
１２６は取付けパッド１１８から延出する。
【００２７】
　ヘッダ１２０，１２２は、電源端子１０４，１０５を部分的に包囲するヘッダシュラウ
ド１２８，１３０を含む。ヘッダシュラウド１２８，１３０はシュラウド壁によって画定
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される。例示的一実施形態では、シュラウド壁は箱形状でもよい。ヘッダシュラウド１２
８，１３０は、上部開口及び正面開口を有する。例示的一実施形態では、シュラウド壁は
、非導電性であり、電源端子１０４，１０５の不慮の接触から保護する。
【００２８】
　ピン１２４，１２６は外側接触表面１３４，１３６を含む。ピン１２４，１２６は、そ
れらの先端に近接して溝１３８，１４０を有する。ピンヘッド１４２，１４４は、ピン１
２４，１２６が溝１３８，１４０の上方により大きな直径を有するように溝１３８，１４
０の上方に画定される。溝１３８，１４０は、ピン１２４，１２６のより小さな直径の部
分である。任意に、ピンヘッド１４２，１４４は、ピン１２４，１２６が安全に接触する
ように可塑性キャップでよい。
【００２９】
　組立中、電源端子コネクタ１０２は、上部開口を通ってヘッダシュラウド１２８，１３
０内に装填される。電源端子コネクタ１０２が電源端子１０４，１０５に接続されると、
電源端子コネクタ１０２は電源端子１０４，１０５を電気的に接続する。電源端子コネク
タ１０２がピン１２４，１２６に接続されると、電源端子コネクタ１０２の部分が溝１３
８，１４０に受容されて電源端子コネクタ１０２をピン１２４，１２６に固定する。例示
的一実施形態では、電源端子コネクタ１０２はピン１２４，１２６から誤って外れること
がない。むしろ、電源端子コネクタ１０２を溝１３８，１４０から外すためには意図的な
動作が行われ、その後に電源端子コネクタ１０２がピン１２４，１２６からピン軸に平行
な方向に持ち上げて外されることができる。電源端子コネクタ１０２はピン１２４，１２
６に迅速かつ容易に結合されることができるクイックコネクトタイプコネクタである。電
源端子コネクタ１０２は、何ら工具を使用することなくピン１２４，１２６へ結合される
ことができる。電源端子コネクタ１０２は、他の作動、ロック動作やラッチ動作を必要と
することなく電源端子コネクタ１０２を下方へピン１２４，１２６に単純に押圧すること
によって結合することができる。
【００３０】
　図３は、電源端子コネクタ１０２の分解図である。電源端子コネクタ１０２は、多層バ
スバー１５０、この多層バスバー１５０へ結合された第１の端子アセンブリ１５２、及び
多層バスバー１５０に結合された第２の端子アセンブリ１５４を含む。第１の端子アセン
ブリ１５２は、第１のピン１２４（図２に示される）に結合されるように構成される。第
２の端子アセンブリ１５４は、第２のピン１２６（図２に示される）に結合されるように
構成される。任意で、複数のバスバーは、図１２及び図１３に示される実施形態に示され
るように第１と第２のピン１２４，１２６を相互接続するために使用されることができる
。第１と第２の端子アセンブリ１５２，１５４は、対応する電源端子１０４，１０５（図
２に示される）のピン１２４，１２６へ解除可能に結合されるように構成されたクイック
コネクションアセンブリである。電源端子１０４，１０５を相互接続するために多層バス
バー１５０を有する他の実施形態では、他のタイプの端子アセンブリが使用されてもよい
。
【００３１】
　多層バスバー１５０は、第１の取付け部１６０、第２の取付け部１６２、及び第１と第
２の取付け部１６０，１６２間のフレキシブル区間１６４を含む。第１の端子アセンブリ
１５２は第１の取付け部１６０に結合される。第２の端子アセンブリ１５４は第２の取付
け部１６２に結合される。例示的一実施形態では、第１の取付け部１６０、第２の取付け
部１６２及び／又はフレキシブル区間１６４は、スタック構成で複数の層の金属シートを
有する。任意に、これらの層は積層されている。フレキシブル区間１６４は、第１と第２
の取付け層１６０，１６２の相対位置を変更するように形状を変えるように構成される。
フレキシブル区間１６４は、第１の取付け部１６０を第２の取付け部１６２に対して種々
に配置するために長くされても短くされてもよい。多層バスバー１５０は導電性である。
例示的一実施形態では、多層バスバー１５０は銅から製造されるが、他の実施形態では他
の材料が使用されてもよい。例示的一実施形態では、第１の取付け部１６０、第２の取付
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け部１６２及びフレキシブル区間１６４は一体的であり、単一片の銅から形成される。任
意に、二つ以上の片の銅が使用されて複数枚の銅のようなバスバーを形成してもよい。第
１の取付け部１６０、第２の取付け部１６２及びフレキシブル区間１６４は多層構造でよ
い。
【００３２】
　第１の端子アセンブリ１５２は、多層バスバー１５０とピン１２４へ電気的に結合され
るように構成される端子本体２００を含む。例示的一実施形態では、端子本体２００は、
多層バスバー１５０とは別個に設けられてそれに結合される。第１の端子アセンブリ１５
２は、端子本体２００に受容されるコンタクトスプリング２０２を含む。コンタクトスプ
リング２０２は、端子本体２００をピン１２４に電気的に接続するために使用される。第
１の端子アセンブリ１５２は、端子本体２００と第１の取付け部１６０を受容して少なく
とも部分的に包囲するハウジング２０４を含む。ハウジング２０４は、人間を傷つける可
能性のある感電を引き起こしかねない、人間や工具による不慮の接触から多層バスバー１
５０及び端子本体２００を保護する。
【００３３】
　第１の端子アセンブリ１５２は、電源端子コネクタ１０２をピン１２４に固定するため
に使用されるスプリングクリップ２０６を含む。第１の端子アセンブリ１５２は、端子本
体２００に回転可能に結合されるように構成されるキャップ２０８を含む。キャップ２０
８は、以下に更に詳細に記述されるように、電源端子コネクタ１０２をピン１２４からロ
ック解除するためにスプリングクリップ２０６を作動するように使用される。キャップ２
０８は、キャップを直線方向へ押圧することによるような、他の実施形態において回転以
外の手段によって作動されるように構成されてもよい。キャップ２０８、スプリングクリ
ップ２０６、ハウジング２０４及び／又は端子本体２００間の相互作用は、そのような他
の実施形態では異なっていてもよい。
【００３４】
　端子本体２００は、ピン１２４を受容するように構成されるソケット２１０を含む。ソ
ケット２１０は中空室２２０を含む。任意に、その中空室２２０は、ソケット２１０の下
端部を通してピン１２４を受容するために、その両端部において開口してもよい。例示的
一実施形態では、ソケット２１０の外表面は、中空室２２０を画定する内表面と共に、ほ
ぼ円筒形である。他の実施形態ではその他の形状も可能である。中空室２２０は、ピン１
２４と嵌合するために中にコンタクトスプリング２０２を受容する。
【００３５】
　ソケット２１０の上部は、スプリングクリップ２０６の一部を受容するポケット２２２
を含む。図示の実施形態では、ポケット２２２は、ソケット２１０の上部に設けられ、ソ
ケット２１０の長手軸に略平行に延出する。ポケット２２２は、スプリングクリップ２０
６の端部を端子本体２００に対して所定の位置を保持するためにスプリングクリップ２０
６の端部を受容する。
【００３６】
　コンタクトスプリング２０２は、第１の端部２２４と第２の端部２２６との間に延出す
る。コンタクトスプリング２０２は、第１の端部２２４に環状バンドを、第２の端部２２
６に他の環状バンドを有する。複数のスプリングビーム２２８は、第１と第２の端部２２
４，２２６の環状バンド間に延出する。図示の実施形態では、スプリングビーム２２８は
、コンタクトスプリング２０２の中央内側に向かって内方へテーパー状となっている。コ
ンタクトスプリング２０２は、コンタクトスプリング２０２の中央で縮径される。コンタ
クトスプリング２０２は、コンタクトスプリング２０２の中央部では小さい直径を有し、
第１及び第２の端部２２４，２２６では大きな直径を有する。コンタクトスプリング２０
２の縮径部は、ピン１２４と係合するように構成される。第１及び第２の端部２２４，２
２６は、コンタクトスプリング２０５が中空室２２０に装填されるとソケット２１０と係
合するように構成される。例示的一実施形態では、スプリングビーム２２８は撓むことが
でき、ピン１２４がコンタクトスプリング２０２に装填されると、外側に撓まされること
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ができる。コンタクトスプリング２０２は、ピン１２４と端子本体２００との間の電路を
画定する。
【００３７】
　スプリングクリップ２０６は、曲線形状を有し、第１の端部２３０と第２の端部２３２
との間に延在している。スプリングクリップ２０６は開口側２３４を有し、この開口側２
３４の箇所で第１及び第２の端部２３０，２３２が互いに対向している。スプリングクリ
ップ２０６は、開口側２３４の反対側に閉鎖側２３６を有する。スプリングクリップ２０
６は、閉鎖側２３６の箇所で連結された第１のアーム２３８及び第２のアーム２４０を有
する。第１のアーム２３８は第１の端部２３０まで延在している。第２のアーム２４０は
第２の端部２３２まで延在している。第１と第２のアーム２３８，２４０間には開口２４
１が形成されている。
【００３８】
　例示的一実施形態では、第１と第２の端部２３０，２３２は、第１及び第２のアーム２
３８を互いから離間するように広げるために互いから離間するように移動される。第１及
び第２のアーム２３８，２４０が互いから離間するように広げられると、第１及び第２の
アーム２３８，２４０間の開口２４１の大きさが拡大される。
【００３９】
　スプリングクリップ２０６は、ロック位置と逃げ位置との間を移動可能である。スプリ
ングクリップ２０６は、ロック位置ではピン１２４と係合し、電源端子コネクタ１０２を
電源端子１０４に固定するように構成される。スプリングクリップ２０６は、逃げ位置で
はピン１２４から係合解除されるように構成される。任意で、ロック位置では、第１及び
第２の端部２３０，２３２は互いに比較的近接している。スプリングクリップ２０６が逃
げ位置に移動されると、第１及び／又は第２の端部２３０，２３２は互いに離れるように
移動されてスプリングクリップ２０６の開口の大きさを拡大する。スプリングクリップ２
０６がロック位置から逃げ位置に移動されると、スプリングクリップ１５６は弾性的に変
形する。第１及び第２の端部２３０，２３２を離すことをやめると、スプリングクリップ
２０６は通常のロック位置に戻る。
【００４０】
　例示的一実施形態では、第１の端部２３０は、端子本体２００に固定して結合されるよ
うに構成される。例示的一実施形態では、第１の端部２３０は、ポケット２２２に受容さ
れるように構成される。第１の端部２３０がポケット２２２に受容されると、第１の端部
２３０はソケット２１０に対する位置が固定される。第２の端部２３２は、キャップ２０
８に結合されるように構成される。キャップ２０８が回転されると、第２の端部２３２は
スプリングクリップ２０６をロック位置から逃げ位置へ移動するために第１の端部２３０
に対して移動される。キャップ２０８の回転によって、第１の端部２３０がポケット２２
２内に固定されているので、スプリングクリップ２０６のリング形状が開かれる又は拡大
される。
【００４１】
　図示の実施形態では、第２の端部２３２は半径方向外側へ延出し、第１の端部２３０は
軸方向外側へ延出する。第１の端部２３０は、第２の端部２３２に対して略垂直に向けら
れている。他の実施形態では、第１及び第２の端部２３０，２３２の他の向きが可能であ
る。他の実施形態では、第１の端部２３０は他の手段によって端子本体２００へ固定され
てもよい。
【００４２】
　キャップ２０８は、上部２４２及び底部２４４を含む。キャップ２０８は、中空であり
、ソケット２１０に被せるように構成される。キャップ２０８は、底部２４４に周縁２４
６を含む。キャップ２０８は、端子本体２００に回転可能に結合されるように構成される
。例示的一実施形態では、ハウジング２０４を使用して端子本体２００及びスプリングク
リップ２０６に対して所定の位置にキャップ２０８が固定される。キャップ２０８は、ハ
ウジング２０４に対して回転可能である。
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【００４３】
　ハウジング２０４は、多層バスバー１５０及び／又は端子本体２００へ結合される。ハ
ウジング２０４は、可塑性材料のような誘電材料から製造される。ハウジング２０４は、
中に第１の取付け部１６０を受容する室２５０を含む。この室２５０は、多層バスバー１
５０をハウジング２０４内に装填するためにハウジング２０４の側で開口している。ハウ
ジング２０４の下部の開口２５２は、ピン１２４がハウジング２０４を通って端子本体２
００内へ通過することができるように端子本体２００と整列するように構成される。ハウ
ジング２０４は、多層バスバー１５０を被覆し、端子本体２００を包囲し、人間や、工具
やワイヤ等のその他のコンポーネントによる端子本体２００への不慮の接触を防止する。
【００４４】
　例示的一実施形態では、ハウジング２０４は、フレキシブル区間１６４上に配されたス
ペーサ２６０と連携してキャップ２０８を捕捉し且つ多層バスバー１５０と端子本体２０
０を包囲して電源端子コネクタ１０２を安全に接触するようにする。スペーサ２６０は、
ソケット２１０に並んで延出する。スペーサ２６０は、多層バスバー１５０上の所定の位
置にキャップ２０８を保持するために使用されるタブ２６２を含む。例えば、キャップ２
０８の周縁２４６は、タブ２６２の下で捕捉される。
【００４５】
　ハウジング２０４は、キャップ２０８の周縁２４６を受容するように構成されるポケッ
ト２６４を含む。キャップ２０８は、ポケット２６４内に捕捉されてキャップ２０８を多
層バスバー１５０と端子本体２００の上方に固定する。キャップ２０８は、ポケット２６
４内で且つタブ２６２の下で回転可能である。
【００４６】
　第２の端子アセンブリ１５４は、第１の端子アセンブリ１５２と同様であるが、第２の
取付け部１６２に結合される。第２の端子アセンブリ１５４は、多層バスバー１５０とピ
ン１２６に電気的に結合されるように構成される端子本体３００を含む。例示的一実施形
態では、端子本体３００は、多層バスバー１５０とは別個に設けられてそれに結合される
。第２の端子アセンブリ１５４は、端子本体３００に受容されるコンタクトスプリング３
０２を含む。第２の端子アセンブリ１５４は、端子本体３００と第２の取付け部１６２を
受容し且つ少なくとも部分的にそれらを包囲するハウジング３０４を含む。第２の端子ア
センブリ１５４は、電源端子コネクタ１０２をピン１２６へ固定するために使用されるス
プリングクリップ３０６を含む。第２の端子アセンブリ１５４は、端子本体３００に回転
可能に結合されるように構成されるキャップ３０８を含む。キャップ３０８は、電源端子
コネクタ１０２をピン１２６からロック解除するためにスプリングクリップ３０６を作動
するために使用される。
【００４７】
　端子本体３００は、中空室３２０を有するソケット３１０を含む。ソケット３１０の上
部は、スプリングクリップ３０６の一部を受容するポケット３２２を含む。コンタクトス
プリング３０２は、中空室３２０内に受容される。コンタクトスプリング３０２は、コン
タクトスプリング２０２と同一であってよい。
【００４８】
　スプリングクリップ３０６は、スプリングクリップ２０６と同一でよい。スプリングク
リップ３０６は、第１の端部３３０と第２の端部３３２との間に延出する。スプリングク
リップ３０６は、開口側３３４、閉鎖側３３６、第１のアーム３３８及び第２のアーム３
４０を有する。開口３４１は、第１と第２のアーム３３８，３４０の間に生成される。ス
プリングクリップ３０６は、ロック位置と逃げ位置との間で移動可能である。スプリング
クリップ３０６は、電源端子コネクタ１０２を電源端子１０５へ固定するためにロック位
置でピン１２６と係合するように構成される。スプリングクリップ３０６は、逃げ位置で
ピン１２６から係合解除されるように構成される。
【００４９】
　キャップ３０８は、上部３４２及び底部３４４を含み、その底部３４４に周縁３４６を
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有する。キャップ３０８は、端子本体３００へ回転可能に結合されるように構成される。
【００５０】
　ハウジング３０４は、中に第２の取付け部１６２を受容する室３５０を含む。ハウジン
グの底部の開口３５２は、ピン１２６がハウジングを通過して端子本体３００内へ入るこ
とができるように端子本体３００と整列するように構成される。ハウジング３０４は、ス
ペーサ２６０と連携してキャップ３０８を捕捉する。スペーサ２６０は、多層バスバー１
５０上の所定位置にキャップ３０８を保持するために使用されるタブ３６２を含む。ハウ
ジング３０４は、キャップ３０８の周縁３４６を受容するように構成されるポケット３６
４を含む。キャップ３０８は、ポケット３６４内で且つタブ３６２の下で回転可能である
。
【００５１】
　図４は、プリフォームされた構成の多層バスバー１５０を上から見た斜視図である。第
１の取付け部１６０は、そこを貫通して延出する開口１７０を含む。第２の取付け部１６
２は、そこを貫通して延出する開口１７２を含む。開口１７０，１７２は、端子本体２０
０，３００（両方とも図３に示されている）を受容するように構成される。
【００５２】
　例示的一実施形態では、多層バスバー１５０は薄い銅シートから製造される。銅シート
は、第１の取付け部１６０、第２の取付け部１６２及びフレキシブル区間１６４に亘るス
タック構成に複数層の銅シートを画定するために複数回にわたって折り曲げられる。任意
に、銅シートは積層されてもよい。折り目１７４は、銅シートの部分上の各折り返された
所に画定される。折り目１７４は、多層バスバー１５０の側部１７６，１７８に配置され
る。図示の実施形態では、銅シートは略１６層の銅シートを画定するために約１５回折り
返されるが、フレキシブルシートは何回折り返されてもよい。任意に、ギャップが各層間
に設けられて銅シートの層同士間の相対移動が可能となり、多層バスバー１５０が多層バ
スバー１５０を長くする又は短くするために曲がるようにフレキシブルにされてもよい。
ギャップは薄くてよい。例えば、ギャップは一つの層の同シートの厚みよりも薄くてよい
。
【００５３】
　開口１７０，１７２は、全ての層を貫通して延出する。層の数を増加することによって
、多層バスバー１５０の電流搬送能力が増加される。複数回折り返される薄い銅シートを
使用することによって、フレキシブル区間１６４が多層バスバー１５０の全体の厚みに関
係なくフレキシブルのままにされる。例えば、各層は比較的に薄く且つフレキシブルのま
まであるが、複数層を有することによって第１の取付け部１６０と第２の取付け部１６２
との間の電流を搬送するための銅の全体量が増加される。例示的一実施形態では、折り目
１７４は、第１の取付け部１６０と第２の取付け部１６２に沿う多層バスバー１５０の側
部１７６，１７８に沿って原形を保つ。しかしながら、折り目１７４は、フレキシブル区
間１６４において側部１７６，１７８に沿って除去され個別のシート層を互いに分離する
ことによって、フレキシブル区間１６４を更にフレキシブルにする。
【００５４】
　図５は、多層バスバー１５０に結合された端子本体２００，３００を有する多層バスバ
ー１５０を示す電源端子コネクタ１０２の一部の断面図である。フレキシブル区間１６４
が相対的に平らである時よりも第２の取付け部１６２へより近くに第１の取付け部１６０
を配置する曲げ状態にあるフレキシブル区間１６４が示される。図示の実施形態では、フ
レキシブル区間１６４は、第１の脚部１８０と第２の脚部１８２によってＶ形状に画定さ
れる。第１と第２の脚部１８０，１８２は、互いに対して移動可能であり、第１の取付け
部１６０と第２の取付け部１６２の軸方向位置を変える。
【００５５】
　端子本体２００，３００は、夫々開口１７０，１７２を介して多層バスバー１５０内へ
装填される。例示的一実施形態において、端子本体２００，３００は、締り嵌めによって
多層バスバー１５０に保持される。端子本体２００，３００の外表面は、多層バスバー１
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５０の銅シートの層の各々に直接係合し、電気的に結合される。例示的一実施形態では、
端子本体２００，３００は、それらの底部に夫々フランジ１９０，１９２を含む。フラン
ジ１９０，１９２は、多層バスバー１５０の底部に係合し端子本体２００，３００を多層
バスバー１５０に電気的に結合する。フランジ１９０，１９２は、端子本体２００，３０
０の多層バスバー１５０への装填に対する停止部又は制限部を画定する。端子本体２００
，３００の上部は、多層バスバー１５０を貫通して延出し、多層バスバー１５０の上面か
ら上方へ延出する。端子本体２００，３００の上部は、ハウジング２０４，３０４（両者
は図３に示される）及びキャップ２０８，３０８（両者は図３に示される）内に装填され
るように構成される。スプリングクリップ２０６，３０６は、ピン１２４，１２６（両者
は図２に示される）と係合するために、夫々端子本体２００，３００に配置される。
【００５６】
　図６は、中に受容されたスプリング２０６を有するキャップ２０８の底面図である。ス
プリングクリップ２０６の第２の端部２３２は、キャップ２０８のポケット２９０に捕捉
される。第２の端部２３２はキャップ２０８に対して所定位置に固定され、そこでは、キ
ャップ２０８の回転によって第２の端部２３２が第１の端部２３０から離れるように移動
されスプリングクリップ２０６のリング形状を開口する又は拡大し、それによってスプリ
ングクリップ２０６がピン１２４から係合解除される。
【００５７】
　図７は、明瞭化のためにキャップ２０８，３０８（両者は図３に示される）が除去され
た電源端子コネクタ１０２の上面図である。ピン１２４，１２６に対してロック位置にあ
るスプリングクリップ２０６，３０６が示されている。スプリングクリップ２０６の第１
と第２のアーム２３８，２４０は、ピンヘッド１４２の下方のピン１２４の溝１３８（図
２に示される）に受容される。スプリングクリップ２０６はピン１２４にロックされる。
スプリングクリップ３０６の第１と第２のアーム３３８，２４０は、ピンヘッド１４４の
下方でピン１２６の溝１４０（図２に示される）に受容される。スプリングクリップ３０
６は、ピン１２６にロックされる。
【００５８】
　図８は、電源端子１０４，１０５に結合される電源端子コネクタ１０２の断面図である
。電源端子コネクタ１０２は、矢印Ａによって示される装填方向へのようなピン軸に略沿
ってピン１２４，１２６に装填される。端子本体２００，３００は、ピン１２４，１２６
と整列する。フレキシブル区間１６４は、端子本体２００，３００をピン１２４，１２６
と適切に整列するための距離の範囲で軸方向へ離間させる。スペーサ２６０はフレキシブ
ル区間１６４を覆い、フレキシブル区間１６４はスペーサ２６０の下でその領域内で移動
可能である。
【００５９】
　例示的一実施形態では、端子本体２００は、それから下方へ延出するロックランス２９
２を含む。ロックランス２９２は、ハウジング２０４内の対応する開口内に延出して端子
本体２００をハウジング２０４内に固定する。端子本体３００は、それから下方へ延出す
るロックランス３９２を含む。ロックランス３９２は、ハウジング３０４内の対応する開
口内に延出して端子本体３００をハウジング３０４内に固定する。
【００６０】
　図９は、電源端子１０４，１０５に結合される電源端子コネクタ１０２の断面図である
。図９は、組立の中間段階を示す。電源端子コネクタ１０２は電源端子１０４，１０５に
電気的に結合されるが、電源端子コネクタ１０２は着座されない位置にある。電源端子コ
ネクタ１０２は、適切な使用のためには完全に着座され且つロックされるべきである。
【００６１】
　非着座位置において、電源端子コネクタ１０２は、ピン１２４，１２６が端子本体２０
０，３００に受容されるようにピン１２４，１２６に装填される。ピン１２４，１２６は
、ソケット２１０，３１０の上部開口２２１，３２１を貫通して延出する。スプリングク
リップ２０６，３０６は、ピン１２４，１２６の先端と干渉してピン１２４，１２６が電
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源端子アセンブリ１０２へ完全に装填されることを停止する。スプリングクリップ２０６
の第１と第２のアーム２３８，２４０の間の開口の幅は、ピンヘッド１４２の直径よりも
狭い。スプリングクリップ３０６の第１と第２のアーム３３８，３４０の間の開口の幅は
、ピンヘッド１４４の直径よりも狭い。ピン１２４，１２６がスプリングクリップ２０６
，３０６を通過し、従って電源端子コネクタ１０２が完全な着座位置へ移動できるために
、スプリングクリップ２０６，３０６は逃げ位置へ移動されなければならない。キャップ
２０８，３０８は、回転されて第１の端部２３０，３３０（両者は図３に示される）に対
して第２の端部２３２，３３２（両者は図３に示される）を移動し、第１のアーム２３８
，３３８から第２のアーム２４０，３４０が離れるように広げて開口２４１，３４１を拡
幅し、電源端子コネクタ１０２とピン１２４，１２６に完全に着座される。
【００６２】
　キャップ２０８，３０８は、電源端子コネクタ０２を着座するように他の方法で移動さ
れてもよい。例えば、キャップ２０８，３０８、又はより一般的には第１と第２の端子ア
センブリ１５２，１５４は、下方へ押圧されて垂直下方への力を電源端子コネクタ１０２
へ印加し、それによって、スプリングクリップ２０６，３０６がピンヘッド１４２，１４
４を除去するまでピン１２４，１２６の大きな半径に沿ってスプリングクリップ２０６，
３０６をスライドする。電源端子コネクタ１０２がピン１２４に対して垂直下方の方向へ
押圧されると、スプリングクリップ２０６はピン１２４，１２６との相互作用によって逃
げ位置へ向かって離れるように広げられる。キャップ２０８，３０８の回転と共に又は単
純にスプリングクリップ力に打ち勝ってスプリング２０６，３０６を逃げ位置へ移動する
ことにより第１と第２の端子アセンブリ１５２，１５４をピン１２４，１２６へ押圧する
ことによって、第１と第２の端子アセンブリ１５２，１５４はピン１２４，１２６へ迅速
に結合される。
【００６３】
　図１０は、電源端子１０４，１０５への着座及びロック状態の電源端子コネクタ１０２
の断面図である。完全に着座された状態に置いて、ピン１２４，１２６は、端子本体２０
０，３００に完全に装填される。コンタクトスプリング２０２，３０３は、夫々ピン１２
４，１２６と端子本体２００，３００を電気的に相互接続する。コンタクトスプリング２
０２，３０２は、ピン１２４，１２６の接触表面１３６と係合する。ピンヘッド１４２，
１４４は、上部開口２２１，３２１を貫通し且つスプリングクリップ２０６，３０６を貫
通してキャップ２０８，３０８内へ延出する。着座状態に置いて、スプリングクリップ２
０６，３０８は、溝１３８，１４０に捕捉される。
【００６４】
　スプリングクリップ２０６はロック位置にあり、そこでは、第１と第２のアーム２３８
，２４０はピンヘッド１４２の下方でピンヘッド１４２よりも小さな半径を有する溝１３
８に配置される。ピンヘッド１４２は、スプリングクリップ２０６を捕捉してピン１２４
に対して第１の端子アセンブリ１５２の相対位置をロックする。スプリングクリップ３０
６はロック位置にあり、そこでは、第１と第２のアーム３３８，３４０はピンヘッド１４
４の下方でピンヘッド１４４よりも小さな半径を有する溝１４０に配置される。ピンヘッ
ド１４４は、スプリングクリップ３０６を捕捉してピン１２６に対して第２の端子アセン
ブリ１５４の相対位置をロックする。
【００６５】
　スプリングクリップ２０６，３０６をピン１２４，１２６からロック解除するために、
スプリングクリップ２０６，３０６は逃げ位置へ移動されなければならない。例えば、キ
ャップ２０８，３０８は、回転されて第１の端部２３０，３３０に対して第２の端部２３
２，３３２（図３に示される）を回転する。キャップ２０８，３０８の回転によって、第
１のアーム２３８，３３８から離れるように第２のアーム２４０，３４０が広げられ、ピ
ンヘッド１４２，１４４と少なくとも同じ幅へ開口２４１，３４１が拡幅される。スプリ
ングクリップ２０６，３０６は、逃げ位置でピン１２４，１２６から係合解除される。電
源端子コネクタ１０２がロック解除位置にあり且つスプリングクリップ２０６，３０６が
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逃げ位置にあると、電源端子コネクタ１０２は、電源端子コネクタ１０２をピン１２４，
１２６から矢印Ｂの方向へのようにピン軸に略平行な方向へ持ち上げることによって、ピ
ン１２４，１２６から接続解除される。
【００６６】
　図１１は、例示的一実施形態に従って形成された電源端子コネクタ４０２の側面から見
た斜視図である。電源端子コネクタ４０２は、多層バスバー４５０、多層バスバー４５０
へ結合された第１の端子アセンブリ４５２、及び多層バスバー４５０へ結合された第２の
端子アセンブリ４５４を含む。第１の端子アセンブリ４５２は、第１のピン１２４（図２
に示される）に結合されるように構成される。第２の端子アセンブリ４５４は、第２のピ
ン１２６（図２に示される）に結合されるように構成される。多層バスバー４５０はフレ
キシブルであり、互いから種々の距離にあることができるピン１２４，１２６への取付け
のために及び／又はピン１２４，１２６への接続の後の振動に順応するために第１の端子
アセンブリ４５２と第２の端子アセンブリ４５４との間の相対位置を変えるために多層バ
スバー４５０を長くする又は短くすることを可能とする。
【００６７】
　多層バスバー４５０は、多層バスバー１５０と実質的に同様であってもよい。多層バス
バー４５０は、第１の取付け部４６０、第２の取付け部４６２、及び第１と第２の取付け
部４６０，４６２の間のフレキシブル区間４６４を含む。例示的一実施形態では、第１の
取付け部４６０、第２の取付け部４６２及び／又はフレキシブル区間４６４は、スタック
構成の複数層の金属シートを有する。フレキシブル区間４６４は、第１と第２の取付け部
４６０，４６２の相対位置を変えるために形状を変えるように構成される。多層バスバー
４５０は導電性である。例示的一実施形態では、多層バスバー４５０は銅から製造される
が、他の実施形態では他の材料が使用されてもよい。銅シートは、第１の取付け部４６０
、第２の取付け部４６２及びフレキシブル区間４６４に亘るスタック構成に複数層の銅シ
ートを画定するために、複数回にわたって折り曲げられる。
【００６８】
　第１の端子アセンブリ４５２は、多層バスバー４５０、及びピン１２４に電気的に接続
されるように構成される端子本体４７０を含む。端子本体４７０は、ピン１２４を受容す
るように構成されるソケット４７２を含む。端子本体４７０は、他の手段によって、或い
はナット、ボルト、ブレード、ピン又は他のタイプのコネクタを使用することによるよう
な、ピン以外の異なるタイプの端子がバッテリや他の電気コンポーネントに設けられる場
合を含む他の実施形態に他の特徴を使用することによって、バッテリに終端接続すること
ができる。任意に、第１の端子アセンブリ４５２は、端子本体４７０のためのハウジング
や他の被覆物を含むことができる。ハウジングは、端子本体４７０をピン１２４に配置及
び／又は固定するために使用されることができる。
【００６９】
　第２の端子アセンブリ４５４は、多層バスバー４５０、及びピン１２４に電気的に接続
されるように構成される端子本体４８０を含む。端子本体４８０は、ピン１２４を受容す
るように構成されるソケット４８２を含む。端子本体４８０は、他の手段によって、或い
はナット、ボルト、ブレード、ピン又は他のタイプのコネクタを使用することによるよう
な、ピン以外の異なるタイプの端子がバッテリや他の電気コンポーネントに設けられる場
合を含む他の実施形態に他の特徴を使用することによって、バッテリに終端接続すること
ができる。任意に、第２の端子アセンブリ４５４は、端子本体４８０のためのハウジング
や他の被覆物を含むことができる。ハウジングは、端子本体４８０をピン１２６に配置及
び／又は固定するために使用されることができる。
【００７０】
　図１２は、例示的一実施形態に従って形成された電源端子コネクタ５０２の側面から見
た斜視図である。電源端子コネクタ５０２はバスバーアセンブリ５４０を含む。バスバー
アセンブリ５４０は、第１の多層バスバー５４２と第２の多層バスバー５４４を含む。バ
スバーアセンブリ５４０は２スタックバスバーアセンブリを画定する。任意に、第１と第
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２の多層バスバー５４２，５４４は、互いに対して実質的に類似している。バスバーアセ
ンブリ５４０内に複数の多層バスバー５４２，５４４を設けることによって、バスバーア
センブリ５４０がより少ない数の層を有するバスバーアセンブリよりも大きな電流を通過
することができる。
【００７１】
　電源端子コネクタ５０２は、バスバーアセンブリ５４０に結合された第１の端子アセン
ブリ５５２とバスバーアセンブリ５４０に結合された第２の端子アセンブリ５５４を含む
。第１と第２の端子アセンブリ５５２，５５４は、第１と第２の端子アセンブリ４５２，
４５４（図１１に示される）と実質的に同様である。第１の端子アセンブリ５５２は、第
１のピン（図２に示される）に結合されるように構成される。第２の端子アセンブリ５５
４は、第２のピン（図２に示される）に結合されるように構成される。第１と第２の多層
バスバー５４２，５４４はフレキシブルであり、互いから種々の距離にあることができる
ピン１２４，１２６への取付けのために及び／又はピン１２４，１２６への結合の後の振
動に順応するために、第１の端子アセンブリ５５２と第２の端子アセンブリ５５４との間
の相対位置を変えるためバスバーアセンブリ５４０を長くする又は短くすることを可能と
する。
【００７２】
　第１と第２の多層バスバー５４２，５４４は、各々多層バスバー１５０と実質的に同様
であってもよい。各多層バスバー５４２，５４４は、第１の取付け部５６０、第２の取付
け部５６２、及び第１と第２の取付け部５６０，５６２の間のフレキシブル区間５６４を
含む。例示的一実施形態では、第１の取付け部５６０、第２の取付け部５６２及び／又は
フレキシブル区間５６４は、スタック構成の複数層の金属シートを有する。フレキシブル
区間５６４は、第１と第２の取付け部５６０，５６２の相対位置を変えるために形状を変
えるように構成される。第１と第２の多層バスバー５４２，５４４は導電性である。例示
的一実施形態では、第１と第２の多層バスバー５４２，５４４は銅から製造されるが、他
の実施形態では他の材料が使用されてもよい。銅シートは、第１の取付け部５６０、第２
の取付け部５６２及びフレキシブル区間５６４に亘るスタック構成に複数層の銅シートを
画定するために複数回にわたって折り曲げられる。任意の数の折り目、従ってシートが設
けられることができる。２個のスタックされたバスバーアセンブリ５４０内に複数の多層
バスバー５４２，５４４を設けることによって、バスバーアセンブリ５４０が単一の多層
バスバーアセンブリよりも大きな電流を通過させることができる。
【００７３】
　任意に、ギャップ５６６は、第１と第２の多層バスバー５４２，５４４のフレキシブル
区間５６４同士間に設けられる。ギャップ５６６によって、フレキシブル区間５６４が互
いに対して湾曲される又は移動されることができるような、第１と第２の多層バスバー５
４２，５４４間の相対移動を可能とする。
【００７４】
　図１３は、例示的一実施形態に従って形成された電源端子コネクタ６０２の側面から見
た斜視図である。電源端子コネクタ６０２はバスバーアセンブリ６４０を含む。バスバー
アセンブリ６４０は、第１の多層バスバー６４２、第２の多層バスバー６４４、及び第３
の多層バスバー６４６を含む。バスバーアセンブリ６４０は３個のスタックされた多層バ
スバー６４６を画定する。任意に、多層バスバー６４２，６４４，６４６は互いに実質的
に類似していてよい。バスバーアセンブリ６４０内に複数の多層バスバー６４２，６４４
，６４６を設けることによって、バスバーアセンブリ６４０がより少ない数の層を有する
バスバーアセンブリよりも大きな電流を通過させることができる。
【００７５】
　電源端子コネクタ６０２は、バスバーアセンブリ６４０に結合された第１の端子アセン
ブリ６５２、及びバスバーアセンブリ６４０に結合された第２の端子アセンブリ６５４を
含む。第１と第２の端子アセンブリ６５２，６５４は、第１と第２の端子アセンブリ４５
２，４５４（図１１に示される）と実質的に類似であってもよい。第１の端子アセンブリ
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６５２は、第１のピン（図２に示される）に結合されるように構成される。第２の端子ア
センブリ６５４は、第２のピン１２６（図２に示される）に結合されるように構成される
。多層バスバー６４２，６４４，６４６はフレキシブルであり、互いから種々の距離にあ
ることができるピン１２４，１２６への取付けのために及び／又はピン１２４，１２６へ
の接続の後の振動に順応するために、第１の端子アセンブリ６５２と第２の端子アセンブ
リ６５４との間の相対位置を変えるためバスバーアセンブリ６４０を長くする又は短くす
ることを可能とする。
【００７６】
　多層バスバー６４２，６４４，６４６は、各々多層バスバー１５０に実質的に類似であ
ってもよい。各多層バスバー６４２，６４４，６４６は、第１の取付け部６６０、第２の
取付け部６６２、及び第１と第２の取付け部６６０，６６２の間のフレキシブル区間６６
４を含む。例示的一実施形態では、第１の取付け部６６０、第２の取付け部６６２及び／
又はフレキシブル区間６６４は、スタック構成の複数層の金属シートを有する。フレキシ
ブル区間６６４は、第１と第２の取付け部６６０，６６２の相対位置を変えるために形状
を変えるように構成される。多層バスバー６４２，６４４，６４６は導電性である。例示
的一実施形態では、多層バスバー６４２，６４４，６４６は銅から製造されるが、他の実
施形態では他の材料が使用されてもよい。銅シートは、第１の取付け部６６０、第２の取
付け部６６２及びフレキシブル区間６６４に亘るスタック構成に複数層の銅シートを画定
するために複数回にわたって折り曲げられる。任意の数の折り目、従ってシートが設けら
れることができる。３個のスタックされたバスバーアセンブリ６４０内に複数の多層バス
バー６４２，６４４，６４６を設けることによって、３個のスタックされたバスバーアセ
ンブリ６４０が２個のスタックされたバスバーアセンブリ又は単一の多層バスバーアセン
ブリよりも大きな電流を通過させることができる。
【００７７】
　任意に、ギャップ６６７，６６８は、多層バスバー６４２，６４４，６４６のフレキシ
ブル区間６６４同士間に設けられる。ギャップ６６７，６６８は、フレキシブル区間６６
４が互いに対して湾曲する又は移動することができるような、多層バスバー６４２，６４
４，６４６間の相対移動を可能とする。
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